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図 1a に 2016 年 8 月平均地上 2m 気温偏差
（上段） ,並びに OLR(Outgoing Longwave 
radiation) 偏差（下段）を示す。また、比較の
為に PJO が正偏差で日本が暑夏であった
1984 年の 8 月平均（Nitta, 1987)も合わせて示


















































す。(a)7 月 21 日付近では上昇流偏差の中心
は赤道付近の南半球にあるが、(c) 8 月 4 日
頃には北緯 20 度付近に移動する。その中間 



















2.3	 1 ヶ月アンサンブル予報 
気象庁 1 ヶ月予報において、2016 年 8 月 4～
10 日の平均場がどの様に予報されたかを調
べる為に、図 5 に地上 2m 気温偏差(上段)、
地上降水量偏差(下段)の(a) 7 月 20 日、(b) 7
月 27 日、(c) 8 月 3 日を初期値とした予報結
果を示す。 7 月 20 日からの予報では中緯度
の昇温も熱帯の降水帯の北偏も予報されて
いない。対流活動の北偏が開始した 7 月 27
日のからの予報では、降水帯の北偏と共に北
海道を含む北アジアの主要な高温発生域が
予報されている。1 日前の 8 月 3 日からの予




図 6 に熱帯（20°S-20°N) 平均気温の時間変
化傾向の高度－時間断面（上段）、帯状平均
降水量（下段）の緯度－時間断面を示す。図
6(a)は JRA55 解析値、(b)は 7 月 27 日初期値
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図 1	 8 月平均場：(a)2016 年 8 月、(b)1984 年 8 月。（上）地上 2m 気温偏差、（下）OLR 偏差。   
       
 
図 2	  (a)日本中西部 (東経 135 度、北緯 35 度) における日平均地上 2m 気温。実線は 2016 年
の日平均値、点線は気候値を示す。 (b) 15 日移動平均帯状平均 OLR 偏差の 2016 年４月～10
月の緯度－時間断面。縦線は 7 月 27 日を示す。 
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図 4	 標準化した 7 日平均気圧座標系帯状平均鉛直流偏の高度―緯度断面：a) 2016 年 7 月 18





図 5	 気象庁 1 ヶ月予報による 2016 年 8 月 4～10 日平均のアンサンブル予報結果。予報初




図 6	 （上段）熱帯（20S-20N) 平均気温時間傾向の高度－時間断面。（下段）帯状平均降水量
の緯度－時間断面。(a) JRA55 解析値。(b) 2016 年 7 月 27 日初期値の予報, (c) 同 7 月 20 日初
期値の予報。 
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